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今月の表紙
町健康マラソン大会親
子競走小学生の部（１・
２年生）に出場した熊
谷直人さん梨

り

玖
く

さん親
子。
精いっぱい１㌔を走り
抜 き ま し た。 喜 び の
ゴールの瞬間。

【撮影日】　６月２６日
【撮影場所】　運動公園
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東京五輪事前合宿受け入れに感謝

　ガーナのジュネヴィーヴ・エデゥナ・アパルゥ駐日全権大使は
５月 30 日と 31 日、本町を訪れ、前後町長を表敬訪問しました。
　本町は、東京 2020 オリンピック・パラリンピックでガーナの
ホストタウンに登録され、競技大会に出場する選手の受け入れや
スポーツなどで交流を深めてきました。アパルゥ大使は、「選手
を支えてくれたことに感謝し、今後も猪苗代町との絆を生かし協
力していきたい」と述べ、前後町長と固く握手を交わしました。

ガーナ駐日全権大使が本町を訪問

前後町長と握手を交わすアパルゥ大使（右）

スポーツで親睦を深める

真剣な表情で競技に取り組む参加者

町高齢者スポーツ大会

　町高齢者スポーツ大会は６月 24 日、町総合体育館で開かれ、
町内６地区から 56 人が参加しました。新型コロナウイルスの影
響で３年ぶりの開催。スティックでボールを得点のついた穴に向
かって打ち点数を競う「スカットボール」や、ディスクを的に向
かって投げ入った回数を競う「フライングディスク」など、ニュー
スポーツ競技３種目で争われました。参加者は、真剣に競技に取
り組みながら、スポーツを通じて親睦を深めました。

23 部門に 420 人力走

　町健康マラソン大会は 6 月 26 日、町運動公園で開かれ、参加
した約 420 人が健脚を競いました。レースは男女別や学年別、
リレーなどの 23 部門で行われ、参加した選手たちはそれぞれ自
己ベストを目指して走り、爽やかな汗を流しました。
　当日は、ゴールを目指して一生懸命に走る選手を応援するため、
多くの人が駆けつけました。猪苗代中学校の総合文化部の生徒も
応援に駆けつけ、大会を盛り上げました。

町健康マラソン大会

小学１・２年男子・女子の部の様子

600 人が自慢の健脚を競う

　第１回ＯＳＪ会津磐梯山ウルトラマラソンは６月５日、町総合
体育館などをスタート・ゴールに、磐梯山周辺を一周するコース
で開かれました。100㌔と 65㌔に約 600 人が参加。県内外から
集まったランナーたちは、100㌔は町総合体育館、65㌔は北塩
原村の休暇村裏磐梯をスタートし、磐梯山や猪苗代湖の景色を眺
めながら、日頃のトレーニングで鍛えた自慢の健脚を競い、ゴー
ルを目指しました。

会津磐梯山ウルトラマラソン

100㌔コースの部で健脚を競うランナー

Pick Up

　

本
町
を
含
む
会
津
地
方
の
13
市
町

村
と
県
会
津
地
方
振
興
局
、
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー
の「
モ
ン
ベ

ル
」は
６
月
２
日
、「
人
生
１
０
０
年

時
代　

会
津
・
モ
ン
ベ
ル
広
域
連
携

共
同
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。
同
日
、

共
同
宣
言
に
先
立
ち
、
本
町
と
同
社

は
個
別
に
包
括
連
携
協
定
も
締
結
し

ま
し
た
。

　

締
結
式
・
共
同
宣
言
は
、
道
の
駅

あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下
で
行
わ
れ
、

13
市
町
村
長
、
高
野
武
彦
同
振
興
局

長
、
同
社
の
辰
野
勇
会
長
が
署
名
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

健
康
福
祉
の
増
進
、観
光
施
策
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
連
携
し
た
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会津地域活性化に
向けて共同宣言

今月の話題

共同宣言した各市町村長、高野局長（前列
左から 4 人目）、辰野会長（同 3 人目）

包括連携協定を締結した前後町
長と辰野会長（左）

まちのわだい
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ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

本
町
の
ご
み
排
出
量
は
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
８
位
。

ご
み
の
処
理
に
か
か
る
経
費
は
、
10
年
前
と
比
較
す
る
と

約
３
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

年
々
増
え
続
け
る
ご
み
の
排
出
量
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
３
Ｒ
」。

福
島
県
は
ご
み
排
出
量

ワ
ー
ス
ト
上
位
の
常
連

　

６
月
に
環
境
省
が
発
表
し
た
令
和

２
年
度
ご
み
排
出
量
等
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
福
島
県
民
１
人
１
日
当

た
り
の
ご
み
排
出
量
は
１
０
３
３
㌘

で
、
全
国
平
均
よ
り
１
３
２
㌘
多
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
別

で
は
、
令
和
元
年
度
と
同
様
、
富
山

県
に
次
い
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と

な
り
、
こ
こ
数
年
は
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
の
常
連
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
町
の
ご
み
排
出
量

県
平
均
を
上
回
る

　

令
和
２
年
度
の
本
町
の
１
人
１
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
１
１
７
２

㌘
で
、
県
平
均
を
１
３
９
㌘
上
回
っ

て
お
り
、
県
内
で
は
８
番
目（
令
和

元
年
度
は
５
番
目
）に
多
い
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
別
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
で
は
17
・
０
％（
令

和
元
年
度
は
15
・
０
％
）で
10
番
目
、

県
内
に
お
い
て
は
進
ん
で
い
る
ほ
う

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
28
年

度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
18
・
２
％
を
下

回
っ
て
お
り
、
町
の
ご
み
処
理
計
画

の
目
標
値
（
下
表
）
で
あ
る
令
和
９

年
度
１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
８
４
６
㌘
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
24
・
２
％
に
は
遠
く
及
ば
な
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
燃
や
せ
る
ご
み
」の
中
に

再
生
可
能
な
資
源
物
が

　

町
で
収
集
し
て
い
る
ご
み
の
ほ
と

ん
ど
は
会
津
若
松
市
に
あ
る
会
津
若

松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

環
境
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
環
境
セ
ン

タ
ー
）に
搬
入
さ
れ
、
処
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
環
境
セ
ン
タ
ー
に
は
、
広

域
組
合
を
組
織
す
る
会
津
地
方
の
10

市
町
村
か
ら
ご
み
が
搬
入
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
燃
や
せ
る
ご

み
」と
し
て
搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
組

0

1.0

0.5

1.5

単位：億円

29 30 R 元 2 3

本町のごみ処理経費の推移

も
う
一
度
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
確
認
を

　

本
年
度
か
ら
新
た
に
商
品
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
小
型
の
電
化
製
品
類
・
金

属
く
ず
等
の
分
別
回
収
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
回
収
や

高
齢
者（
70
歳
以
上
）世
帯
で
、
粗

大
ご
み
の
日
に
持
ち
込
め
な
い
人
は
、

ご
自
宅
ま
で
引
き
取
り
に
伺
う
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
度
、
ご
家
庭
に
配
布
し

て
い
る「
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
」を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
ご

み
の
出
し
方
・
分
別
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

小
型
家
電
と
古
着
の

イ
ベ
ン
ト
回
収

　

５
月
28
日
に
、
町
役
場
前
で
小
型

家
電
と
古
着
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方

式
に
よ
る
回
収
を
行
い
ま
し
た
。
本

町
で
は
昨
年
度
も
行
っ
て
お
り
、
２

回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
回
収

さ
れ
た
小
型
家
電
は
１
６
１
２
㌕
で
、

破
砕
・
選
別
な
ど
を
経
て
、
鉄
・
ア

ル
ミ
・
金
・
銀
・
銅
・
レ
ア
メ
タ
ル

な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
古

着
は
１
９
９
０
㌕
で
、
東
南
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
再
利
用
さ
れ
ま

す
。
次
回
は
10
月
１
日（
土
）に
実

施
し
ま
す
。　

特 集

成
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
紙
・
布
類

が
51
・
７
％
で
１
番
多
く
、
次
い
で

ビ
ニ
ー
ル
・
樹
脂
等
が
21
・
９
％
、木
・

竹
・
わ
ら
が
８
・
８
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
生
ご
み
が
７
・

１
％
で
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」の
中
に

再
生
可
能
な
資
源
物
が
約
48
％
も
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

紙・布類（資源物）
32.0％

ビニール・樹脂等
（資源物）

15.9％

木・竹・わら
8.8％

生ごみ
7.1％

その他
10.5％

紙・布類（資源物以外）
19.7％ 　令和３年度

　組成調査の内訳

▲

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
行
動

そ
れ
が
「
３
Ｒ
」　

　

今
ま
で
ご
み
と
し
て
捨
て
て
し

ま
っ
て
い
た
も
の
を
、
こ
れ
か
ら
は

大
切
な
資
源
と
し
て
繰
り
返
し
使
っ

て
行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
使
い
捨
て
型
社
会
」か
ら「
循
環

型
社
会
」
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

町
で
は
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
３
Ｒ
の

実
践
に
つ
い
て
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
講
座
を
受

講
し
、
３
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎
（
62
）
２
１
１
４

１Ｒｅｄｕｓｅ（リデュース）
　できるだけ無駄なごみを少なくすること
２Ｒｅｕｓｅ（リユース）
　ものを繰り返し長く大切に使うこと
３Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）
　使い終わったものを資源として再生利用
　すること

基準年
（H24 ～ H28）

ごみ総量目標値 5,970.41㌧

住民１人目標値   961.18㌘

リ
サ
イ
ク
ル
で

ご
み
処
理
経
費
削
減
へ

　

本
町
に
お
け
る
ご
み
処
理
経
費
の

推
移
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。
収
集
運
搬
や
焼
却
な
ど
、
令
和

３
年
度
の
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た
費

用
は
合
計
約
１
億
８
千
万
円
で
、
町

民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
１
年
間
に

約
１
万
４
千
円
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
み
処
理

に
か
か
る
経
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

平
成
24
年
度
よ
り
も
約
３
千
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は

全
て
皆
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。

基準年
（H24 ～ H28）

資源回収量 1,105.00㌧

リサイクル率   18.20％

目標年
（R9）

3,959.00㌧ 生ごみ・集団資源
回収を除く。
推計人口
12,820 人  846.00㌘

目標年
（R9）

1,227.00㌧ 家庭系・事業系資
源ごみ、生ごみ、
集団資源回収  24.20％

町のごみ減量化の目標（廃棄物処理法基本方針により 12％削減）

町のごみリサイクルの目標（廃棄物処理法基本方針により６％増加）

 

単位：㌘ １日当たりのごみ排出量の推移

H23 24 25 26 27 28 29 30 R 元 2

2.0

1,300

1,200

1,100

1,000

900

800

猪苗代町

福島県

全国

（家庭系ごみと事業系ごみの合計）

ビニール・樹脂等
（資源物以外）

6.0％

H24 25 26 27 28

※環境省一般廃棄物処理
　事業実態調査結果より

※町一般廃棄物（ごみ）
　処理基本計画より

1,172

1,033

901

1,141

1,068

976

1.8

1.5
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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、
国
保
税
）は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
病
院
で
の
医
療
費
や
保
険
の
給
付
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険（
以
下
、
国
保
）制
度
を
支
え
る
大
き
な
財
源
で
す
。

本
年
度
の
国
保
税
率
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　交通事故をはじめ、傷害、飲食店での食中毒など第三者の行為によって傷病を受けた場合、医療費は本

来加害者が支払うものですが、届け出により国保で治療が可能です。一時的に国保が立て替えて、あとか
ら国保が加害者に費用の請求を行います。国保で治療を受けるときには、必ず国保年金係へ届け出てくだ
さい。
　なお、仕事中のけがは、労働災害保険（労災）の対象になるので、国保で治療を受けることはできません。

国保に加入するとき 国保を脱退するとき
○職場の健康保険をやめた
○子どもが生まれた
○生活保護を受けなくなった

【手続きに必要なもの】
国保に加入するとき
○健康保険資格喪失証明書、退職証明書
○マイナンバーがわかるもの

○職場の健康保険に加入した
○国保加入者が死亡した
○生活保護を受け始めた

【手続きに必要なもの】
国保を脱退するとき
○社会保険証（社会保険に加入した全員分）
○国保の保険証
○マイナンバーがわかるもの

　65 歳から 74 歳までの人で、以下の条件１～３の全てに当てはまる場合、世帯主の年金から国保税が天
引きされます。

【特別徴収になる条件】
１　世帯内の国保の加入者全員が 65 歳以上 75 歳未満（※世帯主が国保加入者でない場合は対象外）
２　介護保険料と国保税の合計が年金額の２分の１未満の場合
３　年金が年額 18 万円以上の場合

国保や健康保険の加入・脱退手続きはお早めに！
　退職などで今まで加入していた健康保険の資格を喪失したり、新たに就職先で健康保険に加入
した際は、国保の加入・脱退の手続きが必要です。自動的に変更にはなりませんので、異動があっ
たその日から 14 日以内に国保年金係へ届け出てください。

【加入の手続きが遅れると・・・】
国保に加入した月までさかのぼって保険料を納
めてもらうことになります。

【脱退の手続きが遅れると・・・】
国保に加入し続けている状態になり、職場の健康
保険と国保の保険料を二重に支払ってしまう場合
があります。

国
保
税
率
が

変
わ
り
ま
し
た

　　

平
成
30
年
度
か
ら
、
県
内
各
市
町

村
の
医
療
費
の
支
払
い
に
必
要
な
財

源
を
県
が
交
付
す
る
代
わ
り
に
、
市

町
村
が
国
保
の
運
営
に
必
要
な
納
付

金
を
支
払
う
新
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
県
か
ら
示
さ
れ
た
納
付
金
額

は
、
前
年
と
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、

増
加
分
も
含
め
た
納
付
金
額
を
補
う

た
め
に
国
保
税
率
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
増
加

を
考
慮
し
、
国
保
基
金
を
投
入
し
一

人
当
た
り
の
平
均
税
額
が
昨
年
と
同

程
度
に
な
る
よ
う
抑
え
ま
し
た
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
保
税
の
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
で
す

　

国
保
は
、
扶
養
の
概
念
が
な
く
、

世
帯
単
位
で
加
入
し
ま
す
。
世
帯
主

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
納
税
義
務
者
は
世
帯
主（
※
擬

制
世
帯
主
）と
な
り
ま
す
。
国
保
に

関
連
す
る
通
知
な
ど
も
世
帯
主
あ
て

に
発
送
さ
れ
ま
す
。

※
国
保
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
で
、

世
帯
主
が
国
保
未
加
入
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
を「
擬

制
世
帯
」と
い
い
、
世
帯
主
を「
擬

制
世
帯
主
」と
い
い
ま
す
。

所
得
の
申
告
を

忘
れ
ず
に
！

　

前
年
の
所
得
を
も
と
に
国
保
税
の

算
定
や
軽
減
措
置
、
高
額
療
養
費
の

世
帯
負
担
額
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
上
位

所
得
者
と
み
な
さ
れ
適
用
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
所
得
税
・
住
民
税
申
告

が
お
済
み
で
な
い
国
保
加
入
者
や
擬

制
世
帯
主
の
人
は
、
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

令和４年度国民健康保険税率表

課税方法 医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分

①所得割額
国保加入者の令和３年中の基準総所得
金額に対し、右の割合を乗じた金額

8.12％
（6.53％）

2.89％
（2.38％）

2.99％
（3.20％）

②均等割額 国保加入者１人ごとに課税される金額
25,500 円

（24,100 円）
9,000 円

（8,600 円）
11,300 円

（14,700 円）

③平等割額 １世帯ごとに課税される金額
18,600 円

（16,900 円）
6,600 円

（6,000 円）
5,700 円

（7,300 円）

※「基準総所得金額」とは、令和３年中の総所得金額の合計額から 43 万円（基礎控除）を控除した金額をいいます。
※国保税額の算定方法・・・世帯内の国保加入者の所得割額、均等割額、平等割額（世帯）の合計が世帯での国保税額になります。
　また、加入者の年齢によって課税される区分が変わります。

40 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分

40 歳以上 65 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分＋介護保険分

65 歳以上 75 歳未満 医療保険分＋後期高齢者支援分＋介護保険料（※）

※ 65 歳以上の人の場合、介護保険料は国保税には含まず別に納めます。納付は原則として年金から天引きとなります。

※（　）内は令和３年度の税率

　「全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律」の施行に伴い、
国保世帯の未就学児に係る均等割額の５割が軽減されることになりました。軽減世帯は所得による軽減後
の均等割額から 5 割減額になります。

特別徴収に該当になった人でも年金からの天引きを希望しない場合は、支払い方法を口座振替に変更でき
ます。ただし、国保税の納付状況によっては口座振替への変更が認められない場合があります。
※変更できる納付方法は【口座振替】のみです。納付書払いへの変更はできません。

交 通 事 故 な ど 第 三 者 か ら 傷 病 を 受 け た と き は

国 保 税 の 特 別 徴 収（ 年 金 手 引 き）に つ い て

未 就 学 児 の 均 等 割 額 の ５ 割 が 減 免 に な り ま す

※令和４年度から国保や健康保険の加入・脱退手続きなどで押印が不要になりました。ただし、保険証再交付の受
　領時は押印が必要です。
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スクールトピックス

地域おこし協力隊通信

　

猪
苗
代
町
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し

て
。

　

５
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
り
ま
し
た
加
藤
律
樹
で
す
。
商
工

観
光
課
で
観
光
振
興
と
移
住
定
住
促

進
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
秩
父
市
の
出
身
で
、
大
学

卒
業
後
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
就
職

し
ま
し
た
。
特
に
希
望
し
て
福
島
に

来
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
た
ま
た
ま
裏
磐
梯
の
ホ
テ
ル
に

配
属
に
な
り
、
４
年
間
過
ご
し
て
い

く
な
か
で
磐
梯
山
エ
リ
ア
の
魅
力
に

惹
か
れ
ま
し
た
。
趣
味
の
バ
イ
ク
と

キ
ャ
ン
プ
は
福
島
に
来
て
見
つ
け
た

趣
味
で
す
。

　

こ
の
魅
力
あ
る
磐
梯
山
エ
リ
ア
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
、
も
っ
と
観

光
に
特
化
し
た
こ
と
が
し
た
い
と
思

い
、
エ
リ
ア
の
中
心
で
あ
る
猪
苗
代

町
の
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が
、
前

職
の
経
験
も
生
か
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
猪
苗
代

町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊

加藤 律
り き

樹 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：観光振興、移住定住促進

　小学６年生を対象とした租税教室は６月７日、猪苗代
小学校で開かれました。
　授業では、町税務課職員が講師となり、税金の種類や
小学校で使われる税金の金額などを説明。児童は、「税
金のある世界とない世界」を描いたアニメを視聴したり、
税に関するクイズを通じて税の大切さや使い道などにつ
いて学びました。租税教室の最後には、レプリカの１億
円を持ち、10㌔の重さを確認しました。

税の理解を深める 猪苗代小

レプリカの１億円の重さを確認する児童

　長瀬小学校３年生の児童は６月 14 日、総合的な学習
の一環として、校外学習を行いました。土津神社禰宜の
宮澤重嗣さんと町生涯学習課職員が講師を務めました。
　はじめに亀ヶ城公園を訪れ、約８００年前に築城され
たと言われている猪苗代城跡を見学しました。その後、
土津神社に移動し、宮澤さんから参拝の作法を学び、会
津藩主松平家初代の保科正之公墳墓を見学しました。児
童は、気付いたことなどをノートに書き留めていました。

猪苗代町の歴史を学ぶ 長瀬小

手水の仕方を学ぶ長瀬小の児童ら

　子どもたちが協力して花を育てることで命の大切さや
思いやりの心を育み、人権尊重への理解を深めることを
目的とした「人権の花運動」花の苗贈呈式は６月 13 日に
長瀬小学校で、６月 15 日に吾妻小学校で行われました。
　「人権の花運動」は、昭和 57 年度から主に小学生を対
象として全国で実施されています。
　花の苗贈呈式では、人権擁護委員の皆さんが両校の児
童代表者にマリーゴールドやサルビアなどの花の苗、計
136 本を手渡しました。
　長瀬小学校では、児童を代表して６年生の佐藤詩

うた

さん
が「小学校のみんなで大切に育てます」とあいさつ。吾
妻小学校では、児童を代表して４年生の佐藤悠

ゆう

梧
ご

さんが
「花を大切にするように、お友達や小さい人、お年寄り
にも優しく大切にします」とあいさつを述べました。 花の苗の贈呈を受けた吾妻小３、４年生の児童ら

贈呈式に出席した長瀬小６年生の児童ら

12 年前の「夢」掘り起こします！
　「猪苗代の子供たちの夢を応援する会」では、平成 19 年
から毎年リステルパーク内にある干

え

支
と

の巨木の下にタイムカ
プセルを埋設してきました。その第４回目にうさぎの巨木の
下に埋設したタイムカプセルが 12 年の時を経て、いよいよ
掘り起こされます。
　対象は、当時小学校６年生だった皆さんで、今年度に 24
歳になる人たちです。皆さんで当時を振り返り、思い出を語
り合いましょう。
●日　時　８月 11 日（木・祝）　式典：午前 11 時 30 分～
●場　所　リステルパーク・ハーブ園内
●対象者　平成 22 年 12 月のタイムカプセル埋設式に参加
　　　　　した町内６小学校の当時６年生の児童と当時の担
　　　　　任・校長先生
●その他　新型コロナウイルスの影響により中止または参加
　　　　　者を限定し、関係者のみでの実施になる場合があ
　　　　　ります。　
問猪苗代の子供たちの夢を応援する会　事務局（リステル内）
☎（66）3001

命の大切さ・思いやりの心育む
長瀬小と吾妻小で人権の花運動
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
介
護
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
介
護
保
険
事
業
等
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員（
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

▼
審
議
内
容　

町
介
護
保
険
事
業
の

適
正
な
運
営
等
に
必
要
な
事
項

▼
資
格
要
件　

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上

の
人

・
本
町
の
職
員
お
よ
び
議
員
で
な
い

人・
介
護
従
事
者
以
外
の
人

▼
募
集
人
員　

２
名

▼
任
期　

委
員
に
委
嘱
し
た
日
か
ら

３
年
間

▼
会
議
の
開
催　

年
３
回
程
度
予
定

▼
報
酬　

会
議
の
出
席
１
回
に
つ
き

３
０
０
０
円
お
よ
び
交
通
費（
町
旅

費
規
程
に
基
づ
く
）を
支
給
し
ま
す
。

猪
苗
代
町
一
部
損
壊
住

宅
修
理
支
援
事
業
補
助

金
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
令
和
４
年
３
月
16
日
に

発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
で
住
宅
が

一
定
の
被
害
を
受
け
、
修
繕
工
事
を

実
施
し
た
場
合
に
工
事
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

▼
補
助
の
対
象　

　

補
助
の
対
象
は
、
次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人
に
な
り
ま
す
。

・
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

・
居
住
す
る
住
宅
が
被
害
を
受
け
、

一
部
損
壊
の
罹り

災さ
い

証
明
書
の
交
付
を

受
け
た
人

・
日
常
生
活
に
必
要
な
部
分
の
修
繕

工
事
に
20
万
円
以
上
支
出
し
た
人

・
被
災
者
自
ら
の
資
力
で
は
修
理
が

で
き
な
い
人

▼
補
助
金
の
額　

10
万
円

▼
申
請
期
限

11
月
30
日（
水
）ま
で

▼
申
請
方
法　

　

建
設
課
で
申
請
書
類
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

関
係
書
類
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
期
日
厳
守
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

行
政
相
談
委
員
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
定
例
行
政
相
談
会
を
毎

月
１
回
、
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
開
催
日
時

７
月
20
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎
（
62
）
２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

８
月
５
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
保
健
福
祉
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
保
健
福
祉
課
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

９
月
２
日（
金
）ま

で（
郵
送
の
場
合
は
９
月
２
日
の
消

印
ま
で
有
効
）

▼
選
考　

面
接
試
験
お
よ
び
書
類
審

査
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
選
考
結
果　

９
月
末
ま
で
に
郵
送

に
よ
り
応
募
者
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
９
︱
３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
（
62
）
２
１
１
５

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
放
課
後
の

生
活
支
援
や
学
校
長
期
休
業
中
の
余

暇
支
援
を
集
団
で
行
う
学
童
保
育

（
児
童
ク
ラ
ブ
）の
支
援
員（
令
和
４

年
度
会
計
年
度
任
用
職
員
）を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
業
務
お
よ
び
人
員　

支
援
員　

２
名

▼
資
格
要
件

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
児
童
健
全
育
成
事
業
に
熱
意
の
あ

る
人

②
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

検
査
・
職
場
適
応
性
検
査
が
あ
り
ま

す
。

︻
二
次
試
験
︼

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
試
験
実
施

要
領
の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
）し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の

表
に「
職
員
採
用
候
補
者
試
験（
高

校
卒
程
度
）申
込
用
紙
請
求
」と
朱

書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
先
明
記
の
封
筒（
角
型
２
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先　

〒
９
６
９
︱
３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

７
月
13
日（
水
）か
ら
８
月
12
日

（
金
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
８
月
10

日（
水
）の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し

ま
す
。

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
試
験
実
施
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎
（
62
）
２
１
１
１

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
人

③
高
校
卒
業
者
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
に
類
似
す
る
事

業
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
人　

※
な
お
、
資
格
要
件
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

・
午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
・
学
校
長
期
休
業
中
・
学

校
振
替
休
日（
運
動
会
に
よ
る
振
替

休
日
な
ど
）

・
午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

③
休
日

・
日
曜
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、
ク

ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど

▼
勤
務
場
所

・
緑
児
童
ク
ラ
ブ

・
吾
妻
児
童
ク
ラ
ブ

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
職
歴
調
書
と
と
も
に
保
健
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書

な
ど
は
保
健
福
祉
課
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

７
月
11
日（
月
）か
ら
８
月
10
日（
水
）

ま
で

▼
選
考

　

面
接
試
験
お
よ
び
書
類
審
査
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

▼
雇
用
期
間

採
用
決
定
後
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

令
和
５
年
度
採
用
職
員

候
補
者（
高
校
卒
程
度
）

　

令
和
５
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務（
高
校
卒
程
度
）   

若
干
名

▼
受
験
資
格

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者（
こ

の
期
間
に
生
ま
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
令

和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学
を
卒

業
見
込
み
の
者
を
除
き
ま
す
）

▼
試
験
の
方
法

︻
一
次
試
験
︼

○
期
日　

９
月
18
日
（
日
）

○
場
所　

磐
梯
町
中
央
公
民
館（
磐
梯
町
大
字

磐
梯
字
仁
渡
１
０
１
８
番
地
）

○
内
容

・
一
般
事
務　

高
校
卒
程
度
の
教
養

試
験

※
事
務
適
性
検
査
・
一
般
性
格
診
断

補
助
金

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
お
送
り
し

ま
す

　

令
和
４
年
８
月
１
日
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７

月
下
旬
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

▼
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
く
人　

７
月
31
日
時
点
で
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
人

▼
令
和
４
年
度
被
保
険
者
証
発
送
日

７
月
19
日（
火
）

※
７
月
31
日
ま
で
は
、
現
在
お
使
い

の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

に
つ
い
て

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

に
つ
い
て
も
７
月
31
日
が
有
効
期
限

で
す
。

　

交
付
で
き
る
の
は
、
世
帯
区
分
が

現
役
並
み
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
ま
た
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当

す
る
人
で
す
。
入
院
等
で
高
額
な
医

療
費
が
か
か
る
場
合
は
、
町
民
生
活

課
国
保
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
は
代
理
人
で
も
可
能
で
す
の
で
、

必
要
な
人
の
被
保
険
者
証
と
申
請
に

いなわしろタウンページ まちのお知らせいなわしろタウンページ まちのお知らせいなわしろタウンページ まちのお知らせ

相
　
談

募
　
集

お
知
ら
せ
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医療機関名 日にち
曜日

8/8
月

8/9
火

8/10
水

8/11
木

8/12
金

8/13
土

8/14
日

8/15
月

8/16
火

8/17
水

8/18
木

8/19
金

8/20
土

8/21
日

浅見クリニック
（63）2200

午前 〇 〇 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 〇

午後 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 × × 〇

小川医院
（62）2132

午前 〇 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 〇 × 〇 〇

午後 〇 × 〇 × × 〇 × × × 〇 × × 〇 〇

かねこクリニック
（72）0660

午前 〇 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 ×

午後 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 × ×

野崎医院
（66）2245

午前 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 ×

午後 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 × ×

マリアクリニック
（66）2700

午前 × 〇 × × × × × × 〇 × 〇 〇 × ×

午後 〇 〇 × × × × × × 〇 × 〇 〇 × ×

矢吹医院
（62）2169

午前 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 ×

午後 〇 〇 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 〇 × ×

町立病院
（62）2350

午前 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

午後 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

お盆期間中の町内医療機関の診療予定
○：診療可能日　×：休診

診察時間　年中無休　午後７時～午後 11 時
受付時間　月～土：午後２時～午後 10 時 30 分
　　　　　日曜日および祝日：午後６時 30 分～午後 10 時 30 分

※予定は変更になる場合があります。事前に医療機関にお問い合わせください。
【夜間救急】　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22（謹教コミュニティセンター）　

　　　　　　☎（28）1199  

募集種目 資格 受付期間 試験日 試験場所

航空学生
海：18 歳以上 23 歳未満
　　高卒（見込み含む）
空：18 歳以上 21 歳未満
　　高卒（見込み含む）

７月１日～９月５日

１次試験：９月 19 日
２次試験：10 月 15 日～ 20 日の
うち指定する１日
３次試験：11 月 12 日～ 12 月 15
日のうち指定する１日
※海上・航空で変わります。

１次試験受け付け時にお知らせ
します。

一般曹候補生 18 歳以上
33 歳未満 ７月１日～９月５日

１次試験：９月 15 日～ 18 日の
うち指定する１日

２次試験：10 月８日～ 23 日のう
ち指定する１日

１次試験受け付け時にお知らせ
します。

自衛官候補生
（男子・女子）

18 歳以上
33 歳未満 年間を通じて行っています 筆記試験・口述・身体検査

受け付け時にお知らせします
試験受け付け時にお知らせしま
す。

令和４年度自衛官採用試験日程

【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所 　　☎（27）6724
　　　　　　　  会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1　

いなわしろタウンページ まちのお知らせいなわしろタウンページ まちのお知らせ

※
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
新
生
児
も
対
象

②
令
和
４
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の

人
、
ま
た
は
令
和
４
年
１
月
１
日
以

降
の
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課

税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
人

▼
支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円

▼
申
請
に
つ
い
て

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま

た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

で
、
令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
世
帯
の
人

↓
申
請
不
要

②
高
校
生
の
み
養
育
し
て
い
る
人
で

令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

人
、
ま
た
は
18
歳
未
満
の
児
童（
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

場
合
は
20
歳
未
満
）を
養
育
し
て
い

る
人
で
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の

来
ら
れ
る
人
の
本
人
確
認
証（
運
転

免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
等
の

回
収
に
つ
い
て

○
期
間　

８
月
１
日
以
降
随
時

○
場
所

町
役
場
１
階　

町
民
生
活
課

▼
負
担
割
合
見
直
し
に
よ
る
２
回
目

の
更
新
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
は
制
度
改
正
に
伴
い
、

２
割
負
担
導
入
に
よ
る
負
担
割
合
の

見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

例
年
１
回
の
被
保
険
者
証
の
更
新
が

本
年
度
に
限
り
２
回
と
な
り
ま
す
。

２
回
目
更
新
の
被
保
険
者
証
は
９
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。
10
月
１
日
以

降
は
今
回
発
送
の
被
保
険
者
証
と
差

し
替
え
て
使
用
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

国
保
年
金
係

☎（
62
）２
１
１
４

「
特
別
弔
慰
金
」

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
請
求
を
受
け

付
け
て
い
る
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金（
第
十
一
回
）」

の
請
求
期
限
は
、
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
特
別
弔

慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
内
容　

戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、

特
別
弔
慰
金（
額
面
25
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債
）が
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
（
62
）
２
１
１
５

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

世
帯
）

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
」を
支
給
し
ま
す
。

※
ひ
と
り
親
世
帯
の
人（
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
）
で
、
県
か
ら「
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」を

支
給
さ
れ
た
人
は
、
町
か
ら
の
給
付

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
支
給
対
象
者　

次
の
①
と
②
の
両

方
に
該
当
す
る
人

①
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

未
満（
障
が
い
児
の
場
合
20
歳
未
満
）

の
子
を
養
育
す
る
人　

収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
人

↓
申
請
必
要

▼
申
請
方
法　
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２
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①
申
請
不
要
の
対
象
者　

７
月
中
旬

に
児
童
手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養

手
当
振
込
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

②
申
請
が
必
要
な
対
象
者　

申
請
内

容
を
確
認
後
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
（
62
）
２
１
１
５

原子力損害賠償に関する相
談・請求について

　東京電力ホールディングスでは、原子力
損害賠償に関する法人・個人事業主向け相
談会を事前予約制で実施しています。
●相談方法　戸別訪問または相談窓口（会
津アピオ内）
●相談日時　月曜日～金曜日（土・日・祝
日を除く）　午前 10 時～午後４時
●予約方法　下記専用ダイヤルからご予
約ください。

【予約専用ダイヤル（東京受付）】
☎ 0120-996-546
●予約受付時間　午前９時～午後５時

（土・日・祝日を除く）
●問い合わせ先

【原子力損害賠償全般】
☎ 0120-926-404
●問い合わせ受付時間
・午前９時～午後７時（月～金）
・午前９時～午後５時（土・日・祝日）
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等に連絡します。
㉄会津若松地方広域
市町村圏整備組合
事務局　
総務課総務係
☎（24）6311

消防職員募集
　
　会津若松地方広域市町村圏整備組
合消防本部では、次のとおり消防職
員を募集します。
●採用予定人数　３人程度
●職務内容
　消防署などにおいて、警防、予防、
救急などの業務に従事します。男女
とも原則として深夜業を含む交替制
勤務です（６ケ月間の消防学校研修
後、各所属に配属されます）。
●受験資格
　高校卒業程度の学力を有し、平成
７年４月 2 日から平成 17 年 4 月 1
日までに生まれた者。身体の基準は、
身体強健な者とします。
●試験申込書の請求
　消防本部、消防署、分署、出張所、
市町村役場で交付します。
　なお、消防本部のホームページ

（http://www.119-aizu.jp）から受験
案内および試験申込書をダウンロー
ドすることができます。
●受付期間　
７月 13 日（水）から８月 12 日（金）
まで
※郵送の場合は８月 10 日（水）の消
印まで有効
●一次試験日　９月 18 日（日）

「働く」へ踏み出すあなたを
サポートします
　
　会津地域若者サポートステーショ
ンは、就活において悩みや不安があ
る人（15 ～ 49 歳）をサポートする
厚生労働省委託の就労総合相談窓口
です。
　来所が難しい場合は、オンライン
相談も実施しています。ご利用は無
料ですので、お気軽にご相談くださ
い。
●支援内容　
　個別相談、職場体験、各種講座

（Excel・Word 講座、ビジネスマナー、
履歴書作成支援、面接攻略セミナー
など）
問会津地域若者サポートステーショ
ン（ヨークベニマル一箕町店隣接テ
ナント）
☎（32）0011
E-mail:info@job-sapo.com

 視覚に障がいのある人を
 対象にした教育相談

　県立視覚支援学校では、疾病な
どによる視機能低下（著しい視力低
下や視野 狭

きょう

窄
さく

、視野欠損など）で、
就学や進学、就労にお困りの人への
教育相談を行っています。
　お気軽にお問い合わせください。
●対象　乳幼児から成人まで
問県立視覚支援学校（福島市）
☎ 024（534）2574（学校）
☎ 080（7347）3908（相談専用）

●試験会場　会津大学
●試験内容　教養試験と体力試験
●その他　
　新型コロナウイルス感染症の影響
により、採用試験の日程、会場等が
変更される場合があります。その場
合は、消防本部ホームページで周知
するとともに、申し込み時の連絡先
等に連絡します。
問会津若松地方広域
市町村圏整備組合
消防本部　
総務課総務グループ
☎（59）1400

水難事故、花火での事故に
気を付けましょう！

　この時期になるとプールや河川、
湖などでの活動や花火をする機会が
増え、それに伴い水難事故や花火で
の事故が増加する傾向にあります。
　事故のポイントを知って未然に防
ぎましょう。

【水難事故防止のポイント】
①水深の浅い場所でも子どもを 1      
人で遊泳させない。
②体調不良または飲酒をしたら水辺
に近づかない。
③悪天候の日や遊泳禁止の河川など
では泳がない。
④ライフジャケットや滑りにくいサ
ンダルなどを身に着ける。

【花火での事故防止のポイント】
①注意書きをよく読んで、ルールを
守って行う。
②決して子どもだけで花火をしない。
③風が強い日や屋内、周りに燃え移
りやすいものがある場所では行わな
い。
④必ず水が入ったバケツなどの消火
できるものを準備しておく。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

７月 11 日～８月末の窓口業務延長日は、
７月 19 日と８月９日、23 日です編

集
後
記
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す
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五
十
嵐
）

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

暮らしの情報広場

事務局職員（行政職）募集

　会津若松地方広域市町村圏整備組
合では、次のとおり事務局職員（行
政職）を募集します。
●採用予定人数　２人程度
●職務内容
　総務課・環境センター・用水供給
課でそれぞれの業務に従事します。
●受験資格
高校卒業程度の学力を有し、平成
７年４月 2 日から平成 17 年 4 月 1
日までに生まれた者
●試験申込書の請求
　会津若松地方広域市町村圏整備組
合事務局、消防本部、消防署、分署、
出張所、市町村役場で交付します。
　なお、整備組合のホームページ

（http://www.aizu-kouiki.jp）から受
験案内および試験申込書をダウン
ロードすることができます。
●受付期間　
７月 13 日（水）から８月 12 日（金）
まで
※郵送の場合は８月 10 日（水）の消
印まで有効
●一次試験日　９月 18 日（日）
●試験会場　会津大学
●試験内容　教養試験
●その他　
　新型コロナウイルス感染症の影響
により、採用試験の日程、会場等が
変更される場合があります。その場
合は、整備組合ホームページで周知
するとともに、申し込み時の連絡先

募　　集 お悔やみ申し上げます
（ ５月 15日～６月14日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区
小椋　武雄 88 武雄 川桁
別府　愛子 95 昭男 下舘
川井　正榮 81 正榮 五十軒
涌井マサ子 82 マサ子 下舘
安齋　セツ 93 誠市 川崎
天城キヨ子 93 キヨ子 田子沼
西村　一男 71 一男 葉山
小林　玲子 89 玲子 桜ヶ丘
石田　恭子 66 幸一 新屋敷
鈴木　賢 86 喜徳 烏帽子
小檜山一枝 89 一枝 下舘
佐賀　直 84 直 上新町
佐藤トミ子 88 トミ子 下舘
赤枝　文男 78 文男 神明町
齋藤　吉雄 95 憲郎 古城町
安部　憲吉 92 憲吉 本町
安部　綾子 86 三恵子 金曲
白川シヅ子 95 シヅ子 桜ケ丘
武藤ハツイ 92 ハツイ 桜ヶ丘
氏田オヨイ 94 泰昭 渋谷
小澤　正 91 正 新町ろ
小板橋幸子 90 幸吉 見祢
喜多見一夫 89 一夫 四ツ谷
佐藤　石江 86 石江 達沢
遠藤　妙子 79 妙子 上ノ上
小林　武 88 利浩 富永
佐藤　登 87 登 入江
鈴木　安利 84 安利 下舘
佐藤　己乃 92 清一郎 六角

   今月の納期
（納期限８月１日）

●固定資産税   第２期分

●国民健康保険税

 　　　　　　　 第１期分

●介護保険料   第１期分

●上下水道使用料 

　　　　　　　    ７月分

2022 年６月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　13,143 人
　　世帯数　　　  4,772 戸
　　出生　  5 人　  転入　103 人
　　死亡　21 人  　転出　  36 人

就職支援

町の人口
（福島県現住人口調査より）

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和４年５月末現在）

１　犯罪発生状況

◎令和４年中の福島県内における「なりすまし詐欺」
（オレオレ詐欺など）の発生状況は、48 件、10,335

万円（前年同期比＋ 5 件、＋ 3,766 万円）です。
◎被害を防ぐための第一歩「POLICE メールふくしま」
に登録しましょう。pmf01@uh28.asp.cuenote.jp 宛
てに空メールを送信してください。　　
問猪苗代警察署　☎（63）0110

◎シートベルトは事故被害軽減に大きな効果がありま
す。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎ゆとり、ゆずりあい、思いやりを持った運転を心掛
けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和４年 令和３年 増　減

猪 苗 代 町 12 21 -9

磐 　 梯 　 町 2 4 -2

裏 　 磐 　 梯 1 4 -3

　　　計 15 29 -14

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

４年 ３年 ４年 ３年 ４年 ３年

窃盗犯計 9 17 2 1 2
空 き 巣、 忍 び
込みなど 1
万 引 き、 車 上
狙いなど 9 16 2 1 2

自動車盗など

詐欺など 1 2

暴行・傷害など 1 3 1 1

器物損壊 2 1 1

その他

合　計 12 21 2 4 1 4

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 9 4 3 2 0 0
増　　減 5 1 0
死者数 0 1 0 0 0 0

増　　減 -1 0 0
傷者数 11 7 4 2 0 0

増　　減 4 2 0
物件事故 241 159 48 56 27 24
増　　減 82 -8 3

福　　祉

消　　防

※広報に氏名の掲載を希望されない
場合は、死亡届の手続きの際に窓口
に申し出ください。

採用情報

採用情報
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みんなの美術館
７月は千里小学校のお友達の作品です

金田　里
り

舞
ま

さん

矢島　好
よ し の

乃さん

「大雨がふってきた！」

クレヨンで先に書いて、絵の
具を上からたらすと雨みたい
になって、おもしろかったで
す。クレヨンと絵の具を組み
合わせて大雨の様子がうまく
描けました。

「うみのいきものショー
へようこそ！！」

たまごから生き物が生まれた
様子を描きました。クレヨン
で、カニ・クラゲ・カメ・イ
ルカ、ショーを観に来たお客
さんを想像して描きました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。

広報猪苗代をアプリ配信しています

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

■一口メモ■
　サバの旨味とニラやごま油の香りを生かした調味料を使わない減塩メニューです。また、ゆ
でた野菜は、よく水気を切り、食べる直前に和えることで水分が出るのを防ぎ、減塩につなが
ります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 301

【材料】４人分
・サバ水煮缶　1/2 缶（190㌘）　・ニラ　80㌘　
・トマト 50㌘（1/2 個）・ごま油　小さじ 1

【作り方】
①さっとゆでたニラは水気を絞り 2㌢程の長さに切       
　る。湯むきをしたトマトは、皮と種を除いて、細
　かく刻んで、ごま油と混ぜる。
②ボウルに水気を切ったサバ缶と①を混ぜ合わせ、
　器に盛って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 60㌔㌍、塩分 0.2㌘

サバ缶とニラのトマト和え

（減塩メニュー）

千里小学校　３年

千里小学校　２年


